
鶴
岡
市
国
保
運
営
協
議

会
（
齋
藤
久
会
長
）
の
第

２
回
会
議
が
９
日
、
市
役

所
で
開
か
れ
、
平
成

年
29

度
の
国
保
税
や
国
保
事
業

計
画
（
案
）
、
予
算
（
案
）

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

低
所
得
者
の
法
定
軽

減
対
象
拡
大

年
度
の
国
保
税
は
、

29
「
医
療
給
付
分
」
に
つ
い

て
は
、

年
度
に
税
率
改

28

定
し
財
政
運
営
が
維
持
さ

れ
る
見
込
み
か
ら
改
定
は

行
わ
ず
、
国
か
ら
全
国
統

一
単
価
が
示
さ
れ
た
「
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
」
と

「
介
護
納
付
金
分
」
に
つ

い
て
は
、
１
人
当
り
負
担

額
は
そ
れ
ぞ
れ
１
・
５
％

増
、
４
・
５
％
増
と
な
る

が
、
前
々
年
度
の
精
算
額

が
あ
り
、
所
要
額
は
前
年

度
か
ら
減
額
と
な
る
こ
と

か
ら
改
定
は
行
い
ま
せ

ん
。法

令
等
に
よ
る
制
度
改

正
で
、
均
等
割
・
平
等
割

の
５
割
・
２
割
軽
減
の
判

定
基
準
が
改
正
さ
れ
、
低

所
得
者
に
対
す
る
税
額
軽

減
の
対
象
世
帯
が
拡
大
さ

れ
ま
す
。

５
割
軽
減
で
所
得
基
準

額
が
１
人
当

万
５
千
円

26

か
ら

万
円
（
３
人
世
帯

27

の
場
合
、
給
与
収
入
約
１

８
６
万
円
か
ら
約
１
８
８

万
円
）
に
、
２
割
軽
減
で

同

万
円
か
ら

万
円

48

49

（
同
約
２
７
８
万
円
か
ら

約
２
８
２
万
円
）
に
引
き

上
げ
さ
れ
軽
減
世
帯
が
増

え
ま
す
。
（
表
）

増
税
３
億
５
千
万
円

で
、
単
年
度
収
支
３
億

２
千
万
円
黒
字

国
保
特
別
会
計
は
、
平

成

年
度
の
赤
字
が
３
億

27
円
を
超
え
、

年
度
に
国

28

保
税
を

・

％
、
１
人

19

38

当
た
り
２
万
１
１
５
４
円

増
税
し
た
結
果
、

年
度

28

決
算
見
込
み
で
は
税
収
が

３
億
５
千
万
円
増
え
、
単

年
度
収
支
は
３
億
２
８
２

９
万
円
の
黒
字
と
な
る
見

込
み
で
す
。
（
表
）

委
員
と
し
て
出
席
し
た

加
藤
鉱
一
市
議
は
、
「
市

民
は
厳
し
い
中
か
ら
１
人

当
り
２
万
円
も
増
税
さ
れ

た
が
、
そ
の
分
が
そ
っ
く

り
黒
字
と
な
る
と
い
う
の

は
（
何
の
た
め
に
増
税
し

た
の
か
）理
解
し
が
た
い
。

年
度
は
結
果
的
に
、

28
増
税
し
な
く
て
も
ギ
リ
ギ

リ
や
っ
て
い
け
た
の
で
は

な
い
か
」
と
質
問
し
ま
し

た
。国

保
年
金
課
長
は
、「
黒

字
の
要
因
は
国
保
税
の
増

収
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

拠
出
超
過
だ
っ
た
共
同
事

業
が
交
付
超
過
と
な
り
、

さ
ら
に
保
険
給
付
費
が
見

込
み
よ
り
下
が
っ
た
こ
と

に
あ
る
。

国
保
税
は
当
初
予
算
と

比
べ
約
６
千
万
円
の
税
収

増
の
見
込
み
だ
。

基
金
の
水
準
が

年
度

26

末
と
同
水
準
に
回
復
し
、

年
度
の
会
計
収
支
は
均

29衡
し
て
推
移
す
る
と
見
込

み
、

年
度
の
黒
字
は
過

28

剰
で
は
な
い
と
判
断
し
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

高
額
新
薬
の
薬
価
改

定
で
医
療
費
減
、
国
保

税
は
減
税
す
べ
き

加
藤
鉱
一
市
議
は
、「
27

年
度
は
全
国
的
に
Ｃ
型
肝

炎
新
薬
の
影
響
で
医
療
費

が
大
き
く
伸
び
た
年
だ
っ

た
。
国
会
で
も
問
題
に
な

り
、
高
額
新
薬
の
薬
価
改

定
が
あ
っ
て

年
度
の
医

28

療
費
は
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

国
保
税
の
減
税
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
質

し
ま
し
た
。

国
保
年
金
課
長
は
、「
税

率
改
正
時
に
政
府
の
対
応

は
想
定
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し

年
度
か
ら
新

30

制
度
と
な
る
県
と
の
共
同

運
営
を
見
込
み
、
財
源
確

保
が
必
要
と
な
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

年
度
の
医
療
費
で
あ

27
る
保
険
給
付
費
は
、
前
年

度
比
４
億
３
４
２
８
万
円

増
の

億
８
８
０
３
万
円

89

で
し
た
が
、

年
度
の
見

28

込
み
は
１
億
６
６
８
３
万

円
減
り

億
２
１
１
９
万

88

円
で
す
。

共
産
党
の
国
会
質
問
で

高
額
新
薬
の
薬
価
50

％
引
き
下
げ
に

全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
（
保
団
連
）
が
、
が
ん

治
療
薬
で
あ
る
免
疫
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬

「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
（

年
26

９
月
発
売
）
の
国
際
価
格

調
査
を

年
９
月
に
公

28

表
。
日
本
の
薬
価
は
患
者

１
人
へ
の
投
与
で
年
間
３

５
０
０
万
円
も
か
か
り
、

英
国
の
約
５
倍
、
ア
メ
リ

カ
の
２
・
５
倍
も
の
価
格

差
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
の
診
療
報
酬
・
薬

価
改
定
は
２
年
に
１
回

（
直
近
は

年
４
月
改

28

定
）。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

NO.２０３２
２０１７．２．１９

編集発行
日本共産党鶴岡市議団
鶴岡市美原町16-5
電話22－3313

qqsw67zb9@bird.ocn.ne.jp

http://jcp-tsur.world.

coocan.jp/index.htm

高 橋 ち づ 子
紙 智 子
い わ ぶ ち 友
国会議員連絡所
県市議団事務所
鶴岡市美原町16-5
☎22－3313
FAX24－4096

無料生活相談所

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

国民健康保険の財政見通し　　　　　　　　　　（平成29年2月9日・国保運営協議会）

（決算額） （決算額） （決算見込額） （決算見込額）

項目 平成26年度 平成27年度 平成29年度平成28年度

形式収支 5,254万4千円 8,261万8千円 ⇒ 03億5,492万7千円

単年度収支 ▲1億6,104万1千円 ▲3億2,378万円 69万8千円3億2,828万9千円

給付基金残高 5億7,828万2千円 2億2,442万8千円 6億3,603万5千円2億8,040万8千円

○ 国保税の軽減判定所得の見直し

① ５割軽減

（現行）基準額 33万円＋26.5万円 ×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋27万円 × 被保険者数

② ２割軽減

（現行）基準額 33万円＋48万円×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋49万円×被保険者数

国民健康保険税軽減対象世帯数及び人数　　29.2.13国保年金課

【医療保険分】

平成28年当初賦課 軽減額改定後試算

世帯数 被保険者数 世帯数 被保険者数

世帯 ％ 人 ％ 世帯 ％ 人 ％

2割軽減 2,293 12.1 4,500 14.2 2,340 12.4 4,587 14.4

5割軽減 2,998 15.9 5,421 17.1 3,046 16.2 5,517 17.4

7割軽減 5,181 27.5 6,813 21.5 5,181 27.5 6,813 21.5

合計 10,472 55.5 16,734 52.8 10,567 56.1 16,917 53.3



鶴
岡
市
農
業
委
員
会

（
三
浦
伸
一
会
長
）
主
催

の
「
農
業
者
等
と
の
意
見

交
換
会
」
が
８
日
開
か
れ

ま
し
た
。
農
業
委
員
、
認

定
農
業
者
、
農
協
女
性
部

・
青
年
部
、
市
農
林
水
産

部
等
の
関
係
者
の
ほ
か
、

新
規
就
農
者
４
人
が
参

加
。
市
議
会
産
業
建
設
常

任
委
員
会
か
ら
、
本
間
信

一
委
員
長
と
菅
井
巌
副
委

員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
、
三

浦
会
長
は
米
価
の
低
迷

や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
日
米
Ｆ

Ｔ
Ａ
へ
の
懸
念
な
ど
を
挙

げ
、
地
域
農
業
を
守
る
た

め
の
今
後
の
農
政
課
題
の

率
直
な
意
見
交

換
の
場
に
し
た

い
と
述
べ
ま
し

た
。意

見
交
換
で

は
、
「
食
文
化
」

「
農
地
集
積
」「
担

い
手
対
策
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に

話
が
交
わ
さ
れ
、

特
に
新
規
就
農

者
か
ら
は
、「
新

規
就
農
給
付
金
だ
け
で
は

将
来
は
描
け
な
い
」
「
水

耕
栽
培
で
農
業
を
始
め
た

が
、
農
地
や
資
金
融
資
、

売
り
先
な
ど
で
悩
ん
だ
」

「
市
民
に
食
文
化
都
市
の

イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
」

「
移
住
し
て
来
て
感
じ
た

こ
と
は
、
も
っ
と
子
育
て

し
や
す
い
環
境
が
必
要

だ
」
な
ど
要
望
や
課
題
が

だ
さ
れ
、
市
当
局
な
ど
か

ら
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

菅
井
市
議
は
食
文
化
の

課
題
の
一
つ
と
し
て
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
使
用
禁

止
さ
れ
て
い
る
ネ
オ
ニ
コ

チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
に
つ
い

て
、
地
域
で
も
使
用
を
止

め
て
ゆ
く
動
き
が
出
て
い

る
。
食
の
安
全
性
か
ら
い

っ
て
も
検
討
す
べ
き
で
な

い
か
」
と
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格

2月9日入札分

・日出町伊勢横内荒田線道路改良工事

(債務負担行為)（日出二丁目地内）（入

札6業者）

ユーワ(株) 8,800,000円（9,168,000円）

工期～6/20（落札率96.0％）

介
護
サ
ー
ビ
ス
「
卒
業
祝
い
」
？

を
終
了
す
る
『
成
果
』
が
上
っ
た
」
と

さ
れ
た
国
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
「
要
介
護

度
改
善
」
が
２
・
７
％
し
か
お
ら
ず
、「
状

態
が
変
わ
ら
な
い
の
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

打
ち
切
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
」
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
を
求
め
ま
し
た
。

担
当
課
長
は
「
『
卒
業
』
を
目
的
に
し

た
取
り
組
み
は
お
こ
な
わ
な
い
。
地
域

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
ど
う
か
は
、

利
用
者
が
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

答
弁
に
沿
っ
た
対
応
を
市
町
村
に
求
め

て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

国
は
、
一
定
期
間
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
打
ち
切
る
「
自
立
支
援
型
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
進
め
る
こ
と
を

狙
っ
て
、
市
町
村
に
「
地
域
ケ
ア
会
議
」

の
設
置
を
求
め
て
い
ま
す
。

県
も
昨
年
、
「
自
立
支
援
型･

･

」
の

先
進
市
の
担
当
者
を
招
き
、
市
町
村
の

担
当
者
を
集
め
て
地
域
ケ
ア
会
議
の
研

修
会
を
実
施
。
そ
の
中
で
一
部
の
市
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
「
終
了
」
し
た
人
に
、

「
祝
卒
業
の
賞
状
を
贈
呈
」
す
る
事
業

所
な
ど
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
、
昨
年

月
の
厚
生
環

12

境
常
任
委
員
会
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、「

・
７
％
が
サ
ー
ビ
ス

36

（
１
面
の
つ
づ
き
）

予
想
を
超
え
て
売
り
上
げ

が
大
き
く
拡
大
し
た
医
薬

品
の
価
格
を
引
き
下
げ
る

「
特
例
拡
大
再
算
定
ル
ー

ル
」
は
最
大

％
削
減
。

25

こ
の
流
れ
が
一
気
に
変

わ
っ
た
の
が
、
日
本
共
産

党
・
小
池
晃
議
員
の
参
院

予
算
委
員
会
（
昨
年

月
10

６
日
）
で
の
質
問
で
し
た
。

「
国
民
、
患
者
の
負
担

に
対
し
て
は
厳
し
く
切
り

込
む
く
せ
に
、
製
薬
メ
ー

カ
ー
に
は
大
盤
振
る
舞

い
。
国
民
に
痛
み
を
押
し

つ
け
る
前
に
や
る
べ
き
こ

と
は
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ

に
し
っ
か
り
メ
ス
を
入
れ

る
こ
と
だ
。

％
で
は
あ
ま
り
に
不

25
十
分
、
大
幅
に
引
き
下
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

政
府
に
迫
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
２
月

に
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
薬
価
を

緊
急
的
に

％
引
き
下
げ

50

る
異
例
の
措
置
を
と
り
半

額
と
な
り
ま
し
た
。

高
薬
価
構
造
の
改
革
が

必
要日

本
の
医
療
費
を
押
し

上
げ
て
い
る
高
薬
価
構
造

が
大
き
な
問
題
で
す
。

「
新
薬
加
算
」
制
度
が

あ
り
、
そ
の
対
象
品
目
は

後
発
品
が
市
場
に
出
る

（
平
均

・
４
年
）
ま
で

12

薬
価
改
定
の
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
、
薬
価
が
下
が
り

ま
せ
ん
。

平
成

年
薬
価
調
査
で

27

は
、
新
薬
の
金
額
シ
ェ
ア

は
総
薬
剤
費

兆
円
強
の

10

・
９
％
を
占
め
、
新
薬

55の
シ
ェ
ア
が
半
分
超
も
占

め
て
い
る
国
は
他
に
あ
り

ま
せ
ん
。

新
薬
加
算
目
当
て
に

「
新
規
性
に
乏
し
い
新
薬
」

（
い
わ
ゆ
る
「
ゾ
ロ
新
」）

が
多
く
出
回
り
、
新
薬
の

費
用
算
定
の
妥
当
性
も
疑

問
が
も
た
れ
て
い
る
薬
価

制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
、
医
療
費
と
国
保

税
の
負
担
増
は
解
決
さ
れ

ま
せ
ん
。

鶴
岡
民
主
商
工
会
（
菅

原
健
一
会
長
）
の
新
春
の

つ
ど
い
が
８
日
、
勤
労
者

会
館
で
開
か
れ
、
関
徹
県

議
が
あ
い
さ
つ
、
加
藤
太

一
、
加
藤
鉱
一
市
議
も
出

席
し
ま
し
た
。

生
活
協
同
組
合
共
立
社

と
共
立
社
労
働
組
合
の
共

催
に
よ
る
新
春
合
同
旗
開

き
は

日
、
マ
リ
カ
市
民

10

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
関
徹

県
議
が
出
席
し
、
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

代
表
委
員
に
柳
原
敦

氏
、
事
務
局
員
に
石
塚
俊

朗
、
上
田
潤
、
佐
藤
祐
麻
、

成
田
龍
雄
の
各
氏
を
選
出

し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
か
ら
加
藤

太
一
市
議
が
出
席
し
ま
し

た
。

８
日
、
原
水
爆
禁
止
鶴

岡
田
川
地
区
協
議
会
の
定

期
総
会
が
鶴
岡
市
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
「
３
・
１
ビ

キ
ニ
デ
ー
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
映
画
「
放
射
線
を
浴

び
た
Ｘ
年
後
２
」
を
４
月

日
か
ら
５
月
５
日
ま
で

29鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
で

上
映
す
る
こ
と
や
、
今
年

長
崎
で
行
わ
れ
る
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
と
国
民
平

和
大
行
進
の
成
功
を
め
ざ

す
活
動
方
針
を
決
定
し
ま

し
た
。


